
左から島津吉博農業最適化推進委員・関根真紀さん・夫の孝志さん

　今回ご紹介する方は、江南区江口で多品目野菜栽培を営む『関根農園』の関根真紀さんです。

　農業を始めて３年目ですが、「消費者が求める農産物」を土壌診断・施肥設計を作成するなどしてデー

タ管理しています。また、土壌については太陽熱養生処理を行い雑草の発生を抑え、自作の苗を定植し

ています。

　関根農園の取り組みとして、オーガニックエコフェスタ食味・栄養価コンテストに出場し、2019年は

ルッコラ部門で優秀賞受賞、2020年はカブ部門で最優秀賞受賞、R-1グランプリのイタリアンミニトマ

ト部門で優勝するなど、食味、栄養価で高い評価を受けています。今後も減農薬さらに無農薬と無化学

肥料での野菜栽培など技術向上を目指しています。

～～～最終ページに関根真紀さんの記事が続きます。～～～
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農業委員会だより
～中央農業委員会の所管区域～
　鳥屋野地区・石山地区・山潟地区・大形地区・曽野木地区・両川地区
　大江山地区・亀田地区・横越地区



　

令
和
3
年
2
月
2
日
、
新
潟
市
６
農
業

委
員
会
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
38
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
潟

市
長
へ
「
令
和
３
年
度
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
意
見
提
出
後
に
は
、
農
林
水

産
部
長
を
交
え
て
農
業
施
策
等
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
中
央
農

業
委
員
会
は
3
（
1
）
を
提
案
し
ま
し
た
。

意
見
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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い
手
へ
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農
地
利
用
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集
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・
集

約
化
に
関
す
る
こ
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農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
農

業
用
施
設
建
設
の
た
め
の
用

途
変
更
基
準
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緩
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に
つ
い

て
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遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
関

す
る
こ
と
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1
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遊
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て
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新
規
参
入
の
促
進
に
関
す
る
こ
と

　
　

（
1
） 

担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
新

た
な
視
点
に
立
っ
た
農
業
政

策
の
実
施
に
つ
い
て
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そ
の
他

　
　

（
1
） 

も
み
殻
処
理
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　
　

（
2
） 

生
産
者
を
側
面
か
ら
支
え
る

消
費
・
販
路
拡
大
の
取
組
に

つ
い
て

　
　

（
3
） 

新
潟
市
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
へ
の
地
域
農
家
の
意
見
・

要
望
の
反
映
に
つ
い
て

新
潟
市
に
意
見
を
提
出

相続等によって農地の権利を取得した場合は届出が必要です
● 農地法の許可を受けずに以下の理由で農地の権利を取得した場合には、農地のある市町村の農業委
員会事務局への届出が必要です。
　○　相続（遺産分割・包括遺贈を含む）　○　法人の合併・分割　　○　時効　など

問合せ先　　中央農業委員会事務局　農地係　☎　025-382-4974

農地の相続税･贈与税の納税猶予の適用を受けられている方へ
● 特例農地（相続税・贈与税の納税猶予の適用を受けている農地）を譲渡・転用・貸付または耕作放
棄等をした場合は、当該農地に対する猶予税額に利子税を加え納税しなければなりません。
　 また、それらの面積が特例農地全体の面積の2割を超えた場合は、利子税を加え猶予税額の全てを
納付しなければなりません。

● 特例農地につき、特定貸付（農地中間管理事業・農地利用集積円滑化事業・利用権設定等促進事業(農
用地利用集積計画)による貸付）を行った場合は、貸付けを行った日から２ケ月以内に税務署長に届
出書を提出することで納税猶予が継続されます。

注意 平成21年12月14日以前に相続税の納税猶予の適用を受けている方が、特定貸付を行った場合
は、「20年間の営農継続」による免除事由が除外され、「終身農地利用」となります。

納税猶予の適用を受けている期間に、特例農地の譲渡・転用・貸付等を計画している方は、
事前に新潟税務署（☎　025-229-2151）へご相談ください。

虎澤会長
（中央）

本間会長
（西区）

首藤会長
（北区）

中原市長 小倉会長
（秋葉区）

間宮会長
（西蒲区）

原会長
（南区）
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農地の実勢賃借料情報
　中央農業委員会では、農地法第52条に基づき、昨年1年間の農地の実勢賃借料を収集・整理し、賃借
料情報として公表しています。

　これは、農地の賃貸借契約をするときの目安となるよう地域の賃借料の実勢を平均額・最高額・最低
額で表したもので、今後の賃借料を決めたものではありません。

　最終的には当事者間で協議し決定するようお願いいたします。
　令和２年１月から令和２年１２月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料の水準（１０ａあたり）は
以下のとおりとなっています。

【田の実勢価格】

地　　域 実　　勢　　額
平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ筆数

中央区・東区 １２，５００円 １８，０００円 ４，０００円 ２８９
江南区 １０，９００円 １７，５００円 ３，０００円 ２，８６０

【畑の実勢価格】

地　　域 実　　勢　　額
平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ筆数

市内全域 ９，３００円 １５，０００円 １，０００円 ５１３
（注）
　１．金額は算出結果を四捨五入し１００円単位としています。
　　※　田・畑の平均額は、データ筆数により加重平均した値としています。
　２．土地改良費は実勢額には含まれていません。
　３．需給調整分は考慮していません。
　４．畑については一般的な露地野菜を対象とした実勢額です。

　本表は令和２年中に※各地域で実際の料金を農業委員が調査したものを基に設定した参考額です。
(※中央農業委員会管内)

●機械作業料金

作業項目 単位 参考額(円)
(消費税抜) 条　件　等

育苗のみ １箱 530 種籾代含まず
700 種籾代含む

機械植 10ａ当たり
6,000 植付のみ(10a未満及び不整

形、軟弱田の場合割増)

18,000 苗持参(10a未満及び不整
形、軟弱田の場合割増)

耕起 10ａ当たり 5,500 10a未満及び不整形
の場合割増

代かき 10ａ当たり 6,500 10a未満及び不整形
の場合割増

稲刈 10ａ当たり 16,600 コンバイン刈り(悪条
件の場合割増)

籾乾燥調製 60㎏当たり 1,700
精米 60㎏当たり 700
畔ぬり 1ⅿ当たり 40

ワラ収集作業 10ａ当たり 5,000 田の状態が機械作業
可能であること

動力ミゾ切り 1ⅿ当たり 10
肥料散布 10ａ当たり 1,000 ブロードキャスター
肥料・農薬散布 10ａ当たり 1,000 動力散布機
（注）１．上記金額は消費税を抜いた金額です。
　　　２． 農地の不整形・軟弱田等で割増料金が発生する場合

には、作業前に料金をお決めください。
　　　３． 参考額はあくまでも目安となるものですので、実際

の金額は圃場条件や作業の難易度等を考慮するなど
当事者間で協議の上決定してください。

令和3年 農作業賃金・作業料金の参考額

●農作業料金

作業項目 単位 参考額（円） 条　件　等

田作業（機械作業） １日当たり 7,000

・ 男女、賄いなし、
　１日８時間労働

≪参考≫
　新潟県最低賃金
　（令和2年10月1日）
　時間給　 831円
 （8時間）　6,648円

田作業（手作業） １日当たり 6,700

畑作業（屋外） １日当たり 6,700

畑作業（屋内） １日当たり 6,700

果樹作業 １日当たり 6,700

梨受粉 １日当たり 7,600

梨袋かけ １日当たり 7,600

梨剪定 １日当たり 9,500

梨鉄線はり １日当たり 9,500

梅もぎ １日当たり 6,700

球根屋外作業 １日当たり 6,700

（注）１．農作業賃金は消費税の課税対象外です。

令和3年　新潟市中央農業委員会
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【なぜ人・農地プランの実質化なのか？】
　これまで耕作してきた方々が高齢化することなどにより、担い手が不足するなかで農地を
引き継いでいくために担い手への集積・集約を進めていく必要があると言われています。効
率的な農地利用のため、地域で話し合いを行い地域の将来方針を決めていきませんか。

「人・農地プランの実質化」を推進しています

【人・農地プランの実質化とは？】
①農業者の年齢と後継者の有無等をアンケートで確認。
　（対象地区内の耕地面積の少なくとも過半をカバー）
②これを地図化し、５～ 10年後に後継者がいない農地の面積を
　「見える化」。
③ これを基に、誰がどうやって農地を守っていくか、地域（農業者）、農業委員会、市
町村、ＪＡ等の関係者が話し合い、地域農業の将来について共有する。

【新潟市の対応】
① アンケートを全市統一した内容で実施。令和2年2月に営農計画書に同封して配布し、
提出いただいた内容を集計しました。
② 、③地域からの要望やアンケート結果、令和3年2月に実施した意向確認調査を経て
対応していきます。

実質化された人・農地プランにはいろいろな支援措置があります。
①新たな人・農地プランに活発に取り組んでいる地区を対象とする支援措置
②新たな人・農地プランにおいて将来の農地利用を担う経営体を対象とする支援措置

①地区を対象とする支援
・強い農業・担い手づくり総合支援交付金のうち産地基幹施設等
　支援タイプ
・機構集積協力金のうち地域集積協力金
・機構集積協力金のうち農地整備・集約協力金（農地耕作条件改善事業の実施地区）

②地区の将来の農地利用を担う経営体を対象とする支援
・ 強い農業・担い手づくり総合支援交付金のうち先進的農業経営確立支援タイプ及び地域担い
手育成支援タイプ
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）
・農業経営基盤強化資金利子助成金等交付事業（スーパーL資金金利負担軽減措置）
・担い手経営発展支援金融対策事業など

留意事項！
　人・農地プランの実質化にあたり、令和2年度末までは工程表でのみなし期間となります。令
和3年4月よりプランの実践となりますので、上記の支援措置を受けるには対象地区の人・農地プ
ランの実質化が必要です。
　機構集積協力金のうち経営転換協力金は、令和４、5年は地域集積協力金と一体的に取り組む
場合についてのみ交付対象となります。なお、令和6年には廃止される予定です。

【問い合わせ先】江南区産業振興課農政グループ（☎025-382-4816）
　　　　　　　　または、お近くの農地利用最適化推進委員、農業委員にご相談ください。
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老後の安心は国民年金＋農業者年金

加入資格・60歳未満の国民年金第１号被保険者

　　　　・農業に年間60日以上従事している方

※詳細はお近くの

JA・農業委員会事務局または下記HPへ

http://www.nounen.go.jp

　　　　購読しませんか?

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌

★毎週金曜日発行

★購読料１か月700円

★購読の申込み先

農業委員・農地最適化推進委員

農業委員会事務局まで（TEL382‐4966）

　

11
月
19
日
に
燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。

　

県
農
業
会
議
石
山
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
永
年
勤
続
農

業
委
員
、
推
進
委
員
に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
新
潟
中

央
農
業
委
員
会
か
ら
は
、
農
業
会
議
会
員
勤
続
10
年
以
上
に
上

野
喜
代
一
委
員
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
勤
続
15
年
以
上
に
は
、

虎
澤
栄
三
委
員
、田
中
さ
と
み
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

　

今
年
の
講
演
は
、
全
国
農
業
会
議
専
務
理
事
の
柚
木
茂
夫
氏

の
「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
と
農
地
利
用
最
適
化
の

推
進
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。

　

経
済
連
携
協
定
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
の
発

行
な
ど
の
現
況
そ
れ
ら
に
対
す
る
措
置
が
語
ら
れ
た
。
所
有
者

不
明
の
土
地
問
題
へ
の
対
応
で
、土
地
基
本
法
制
の
一
部
改
正
、

民
事
基
本
法
制
の
見
直
し
な
ど
、
法
の
改
正
が
次
々
と
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　

規
制
改
革
実
施
計
画（
令
和
2
年
7
月
17
日
閣
議
決
定
事
項
）

な
ど
行
政
の
動
き
も
早
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
農
地
集
積
の
現

況
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
現
況
が
語
ら
れ
、
今
後
の
農

地
の
管
理
利
用
の
方
向
と
し

て
「
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
に

よ
る
大
規
模
ま
た
は
効
率
的

な
農
地
の
利
用
管
理
」
と
「
担

い
手
以
外
の
者
を
含
め
た
小

規
模
農
業
ま
た
は
粗
放
農
業

に
よ
る
農
地
の
利
用
、
管
理
」

の
2
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
委
員
活

動
の
留
意
事
項
と
し
て
、
農
地

等
の
権
利
取
得
の
届
出
制
度

の
周
知
徹
底
、
所
有
者
不
明
の
農
地
の
利
用
権
設
定
の
促
進
、

農
地
利
用
許
可
制
度
の
適
用
運
用
な
ど
細
部
に
わ
た
り
報
告
指

導
が
な
さ
れ
た
。

　

聖
篭
町
農
業
委
員
会
の
駒
沢
一
男
会
長
は
「
地
域
の
圃
場
整

備
率
は
32
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
が
、
現
在
７
地
区
で
準
備
中
で

あ
る
。
未
相
続
農
地
な
ど
で
圃
場
整
備
に
反
対
が
有
り
合
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
将
来
的
な
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
訴

え
る
事
で
合
意
を
得
た
。
県
の
財
政
不
足
と
い
う
事
で
新
規
採

択
が
困
難
で
あ
る
。
遊
休
農
地
対
策
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

農
業
委
員
の
重
機
で
遊
休
農
地
を
再
生
し
、
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
担
い
手
に
貸
付
し
た
。」
と
語
ら
れ
た
。

　

妙
高
市
農
業
委
員
会
の
安
原
義
之
会
長
は
「
中
山
間
地

域
の
た
め
将
来
的
に
は
3
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
。
多

く
が
小
面
積
の
飯
米
農
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
農
家
が
離

農
す
る
際
の
適
正
利
用
が
課
題
で
あ
る
。
令
和
元
年
か
ら

２
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
、
現
状
と
課

題
を
共
有
し
、
5
年
後
10
年
後
を
見
据
え
た
取
組
を
検
討

す
る
。
鳥
獣
被
害
防
止
に
対
す
る
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
検
討
な
ど
共
通
課
題
で
も
あ
る
。
ま
た
農
産
物
直
売

所
の
出
荷
量
拡
大
に
向
け
た
園
芸
振
興
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。」

と
し
た
。

　

農
業
は
、
瑞
穂
の
国
の
礎
と
な
る
食
料
を
、
ま
た
そ
れ
に
合

わ
せ
て
大
切
な
水
、
自
然
を
祖
先
か
ら
引
き
継
ぎ
、
維
持
管
理

す
る
重
要
か
つ
不
可
欠
な
職
と
考
え
る
。
近
未
来
に
地
球
規
模

で
食
料
不
足
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
に
コ
ロ
ナ
禍

に
於
い
て
輸
出
を
制
限
し
て
い
る
国
が
表
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。
食
料
は
他
国
に
委
ね
る
事
で
は
な
く
自
国
で
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
災
害
ま
た
、
い
か
な

る
事
件
が
起
き
よ
う
と
食
料
を
切
ら
す
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
農
地
を
守
り
次
の
世
代
に
引
継
い
で
い
く
事
が
、
ど
れ
ほ

ど
大
切
で
あ
る
こ
と
か
私
達
農
業
委
員
、推
進
委
員
は
改
め
て
、

心
し
て
、
活
動
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
五
十
嵐
保
雄
推
進
委
員
）

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

北陸農政局長の祝辞

中央農業委員会だより（5）　第54号 令和３年３月10日



現
在
の
経
営
状
況
（
有
機
野
菜
）

　

４
棟
の
ハ
ウ
ス
を
含
む
６
反
半
の

畑
に
野
菜
26
品
種
を
栽
培

就
農
の
き
っ
か
け

　

始
め
は
、
夫
が
農
地
を
借
り
、
有
機
野
菜
の
試
験
栽
培
を
始
め
、

そ
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
有
機
栽
培
の
技
術
を
学
び
、
野
菜
を
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
の
栄
養
価
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
ル
ッ

コ
ラ
部
門
で
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
験
栽
培
に
よ
る
理
論
実
証
の
結
果
を
見
て
、
自
ら
農
作
業
全
般

の
段
取
り
を
す
る
な
ど
本
格
的
に
営
農
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と

　

生
家
が
酪
農
と
水
稲
・
野
菜
農
家
の
た
め
、
農
作
業
も
手
伝
っ
て

い
た
の
で
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
夫
と
共
に
有
機
農
業
の
勉
強
会
に

参
加
し
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
二
〇
二
〇
年
イ
タ
リ
ア
ン
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
Ｒ

－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
で
優
勝
し
た
ト
マ
ト
の
畝
と
畝
の
間
に
は
、
春
に
大
麦
を
ま
い
て

雑
草
対
策
を
し
ま
し
た
。雑
草
が
生
え
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
の
上
を
通
路
に
使
い
、
雨
が
降
っ
た
後
は
給
水
し
て
く
れ
る
な
ど

効
果
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　

２
年
前
か
ら
中
央
区
か
ら
江
南
区
江
口
ま
で
、
通
い
で
農
業
を
し

て
い
ま
し
た
が
、地
域
環
境
及
び
地
域
の
人
情
の
良
さ
に
魅
か
れ
て
、

住
宅
を
探
し
て
、
希
望
す
る
農
家
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

昨
年
末
に
耕
作
地
近
く
の
江
口
に
転
居
し
て
、
農
業
に
取
り
組
み
や

す
い
生
活
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

有
機
野
菜
の
試
験
栽
培
で
始
め
た
の
で
す
が
、
目
標
の
「
消
費
者

が
求
め
る
農
産
物
」
の
栽
培
は
計
画
通
り
進
ん
で
い
ま
す
。
販
路
拡

大
の
た
め
、
新
潟
市
の
販
売
先
を
中
心
に
営
業
に
も
出
か
け
る
こ
と

が
多
く
な
り
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
の
栄
養
価
コ
ン
テ
ス
ト

で
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
農
園
と
し
て
の
取
り
組
み
に
共
感
し

て
い
た
だ
い
た
方
が
、
栽
培
技
術
の
研
修
に
来
て
い
ま
す
。
そ
の
方

た
ち
と
共
同
で
農
作
業
に
取
り
組
み
、
耕
作
面
積
の
拡
大
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
安
定
し
て
野
菜
を
出
荷
で
き
る
体
制
が
少
し
ず
つ
整
い

始
め
ま
し
た
。

今
後
の
こ
と

　

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
は
励
み
に
な
る
が
、本
来
の
理
由
と
し
て
は
、

検
査
項
目
﹇
糖
度
・
抗
酸
化
力
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
硝
酸
イ
オ
ン
・
食

味
﹈
を
平
均
値
と
評
価
値
を
図
化
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
作
付
け
の
指
針
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
畑
作
農
家
も
高
齢
化
が
進
み
、
作
付
け
を
し
て
い
な
い
農

地
を
借
り
受
け
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
安
定
供

給
を
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
地
域
の
雇
用
と
活
性
化
に
貢
献
す
る
よ

う
な
経
営
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
津
吉
博
推
進
委
員
の
話

　

関
根
さ
ん
は
、
有
機
野
菜
作
付
け
の
た
め
の
土
壌
診
断
・
栄
養
価

コ
ン
テ
ス
ト
の
検
査
項
目
の
図
化
・
施
肥
設
計
を
デ
ー
タ
化
し
次
回

の
作
付
け
計
画
を
立
て
て
い
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。
今
後
も
美
味
し

く
て
、
栄
養
価
の
高
い
多
品
目
野
菜
の
栽
培
を
手
掛
け
る
こ
と
を
期

待
す
る
若
手
農
家
で
す
。

関
根　

真
紀
さ
ん
（
46
）

農
業
人
の
紹
介

・・・・・・農地の賃借・売買等は農業委員会で・・・・・・
農地法に基づく申請・届出締切日（３月～６月）  許可申請は１回、届出は３回受付いたします。

月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日

3

月
10日（水）

5日（金）
4

月
9日（金）

5日（月）
5

月
11日（火）

7日（金）
6

月
10日（木）

4日（金）

15日（月） 14日（水） 17日（月） 15日（火）

23日（火） 22日（木） 25日（火） 24日（木）

※ 農地の貸借等を希望される方は、農業委員・農地利用最適化推進委員または中央農業委員会事務局に
　ご相談ください。
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